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沖縄のひな祭りは「浜下り」

旧暦の3月3日は，沖縄ではひな祭りに相当する行事である「浜下り」の日です。ひ
はま う

な祭りでは外出するイメージはそこまで強くないものですが，沖縄の浜下りは大きく

異なり，この日は家にいてはいけない日であるとされているのです。浜下りは文字通

り浜，つまり海岸に乗り出すことがメインとなります。旧暦の3月3日は，2日前が新月

（旧暦では1日が新月となるため）で，大潮となります。3日は大潮で浜が広がってい

て，女の子は白砂を踏んで身を清める日であるとされました。現代においてはその風

習の名残で，浜下りの日には家族や親しい女性グループでお弁当を持って海岸に遊び

に行きます。身を清めるという習慣まで覚えているかはさておき，この日は海岸でお

弁当を食べて遊んだり，時には踊ったりしながら楽しく過ごすのです。

浜下りの日には，海岸で遊ぶ以外にも，潮干狩りをしたり貝を拾ったりする習慣が

あります。確かに，海岸で潮干狩りをしたり貝を拾う

ことは珍しいことではありませんが，この日は潮干狩

りが特に大きな意味を持つのです。ひな祭りではお祝

い料理として「はまぐり」や「あさり」などが使われ

ます。これらは，潮干狩りで入手できる食材です。そ

の調達の意味も込めて，浜下り際に潮干狩りや貝拾い

が行われるようになったのかもしれません。

現在でも，浜下りの日には家族や友人同士で集まっ

て，潮干狩りを楽しむ姿を目撃することができます。

＜「真多呂人形」のＨＰのコラムから引用＞

※ 2017年３月３日発行の『不退転』第138号の記事を再掲しています。

現在のひな祭りの意味としては，雛祭りは女子
ひな

のすこやかな成長を祈る節句の年中行事。ひいな

あそびともいう。ひな人形（「男雛」と「女雛」を

中心とする人形）を飾り，桃の花を飾って，白酒

や寿司などの飲食を楽しむ節句祭り。雛あられや

菱餅を供える。
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重点目標：『きき合い つなぎ合い 支え合う』 ※「不退転」：信念を持ち，何事にも屈しないこと
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